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「
源
」
と
「
平
」
の
成
立
と
そ
の
影
響

増

山

雄

三

平

安

初

期

、

天

皇

家

の

財

政

が

困

窮

し

、

多

く

の

皇

子

達

を

養

っ

て

い

け

な

く

な

っ

た

の

で

、

弘

仁

五

年

（

八

一

四

年

)

嵯

峨

天

皇

の

時

、

「

源

」

と

い

う

姓

が

創

設

さ

れ

、

多

く

の

皇

子

皇

女

に

そ

れ

を

持

た

せ

て

、

臣

籍

に

下

し

て

官

位

に

あ

り

つ

か

せ

た

。

源

は

、

訓

読

す

る

と

ミ

ナ

モ

ト

と

も

い

う

が

、

そ

れ

は

天

皇

家

に

源

を

発

す

る

意

味

と

い

い

、

ま

た

別

の

説

に

よ

れ

ば

、

中

国

の

北

魏

の

と

き

、

世

祖

が

禿

髪

破

姜

と

い

う

鮮

卑

人

の

家

来

に

、

「

源

」

と

い

う

姓

を

下

賜

し

、

名

を

賀

と

称

さ

せ

た

故

実

か

ら

と

っ

た

と

い

う

が

、

そ

れ

は

考

え

過

ぎ

か

も

知

れ

な

い

。

こ

の

よ

う

に

、

八

一

四

年

に

源

姓

が

成

立

し

た

と

い

う

事

は

、

そ

の

後

の

日

本

人

の

社

会

意

識

に

忌

々

し

い

影

響

を

齎

し

た

と

思

わ

ざ

る

を

得

な

い

が

、

先

ず

、

源

は

中

国

風

の

一

字

姓

と

い

う

事

で

、

中

国

で

は

先

の

禿

髪

の

例

で

分

る

よ

う

に

、

異

民

族

出

身

で
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あ

る

場

合

が

多

く

、

あ

ま

り

貴

ば

れ

な

い

。

つ

い

で

に

言

え

ば

、

国

名

で

す

ら

中

国

内

地

の

王

朝

は

一

字

で

あ

り

、

例

え

ば

、

殷

・

周

・

趙

・

燕

・

秦

・

漢

な

ど

と

い

っ

た

ふ

う

で

、

こ

れ

に

対

し

蕃

国

は

二

字

に

決

ま

っ

て

い

て

、

そ

れ

ら

は

、

匈

奴

・

柔

然

・

康

居

・

新

羅

・

西

夏

・

日

本

と

い

う

具

合

だ

。

そ

し

て

、

源

姓

が

創

始

さ

れ

た

八

一

四

年

は

、

ま

だ

遣

唐

使

の

時

代

で

あ

り

、

そ

の

大

使

は

、

巨

勢

・

土

師

・

吉

備

・

阿

部

・

藤

原

・

大

伴

・

長

峰

と

い

っ

た

よ

う

に

二

字

姓

だ

っ

た

の

で

、

長

安

の

社

交

場

で

は

、

自

分

の

姓

を

田

舎

臭

い

と

思

っ

た

よ

う

で

、

藤

原

葛

野

麻

呂

な

ど

は

、

入

唐

す

る

と

公

文

書

に

は

、

「

藤

賀

能

」

と

改

め

た

り

し

た

と

い

う

。

ま

た

、

源

姓

は

名

の

様

式

ま

で

変

え

、

そ

れ

は

源

の

下

に

、

葛

野

麻

呂

や

入

鹿

と

い

う

日

本

固

有

の

名

前

は

付

け

難

く

、

臣

籍

降

下

し

て

源

姓

を

名

乗

っ

た

最

初

の

人

物

は

、

源

信

と

源

融

で

、

ゲ

ン

シ

ン

と

ゲ

ン

ユ

ウ

な

ら

、

遣

唐

大

使

を

命

ぜ

ら

れ

て

も

、

長

安

の

人

士

か

ら

違

和

感

を

持

た

れ

ず

に

す

む

。

つ

い

で

、

源

の

成

立

か

ら

十

一

年

後

の

八

二

五

年
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に

は

、

桓

武

天

皇

は

葛

原

親

王

の

子

を

臣

籍

に

下

し

て

、

は

じ

め

て

「

平

（

ヘ

イ

）
」

と

い

う

姓

を

起

こ

さ

せ

、

そ

の

初

代

は

平

高

棟

だ

が

、

音

で

よ

め

ば

唐

人

の

姓

名

に

な

る

の

で

、

高

棟

と

同

時

代

の

初

期

平

氏

一

族

の

名

が

、

高

望

・

知

信

・

良

兼

・

良

文

と

い

っ

た

、

中

国

風

の

名

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

の

後

、

源

・

平

は

ふ

ん

だ

ん

に

創

ら

れ

、

源

氏

の

場

合

、

最

初

の

嵯

峨

源

氏

を

含

め

て

、

淳

和

・

仁

明

・

文

徳

・

村

上

・

陽

成

・

清

和

ほ

か

、

計

十

名

の

天

皇

の

枝

脈

が

大

量

に

源

氏

に

な

り

、

特

に

九

六

一

年

に

成

立

し

た

清

和

源

氏

は

地

方

に

土

着

し

て

武

家

化

し

、

後

代

に

は

関

東

を

制

す

る

に

い

た

っ

た

。

一

方

、

平

氏

は

桓

武

を

含

め

、

仁

明

・

文

徳

・

光

孝

と

い

う

、

四

人

の

天

皇

の

わ

か

れ

が

賜

姓

さ

れ

、

関

東

に

土

着

す

る

の

は

桓

武

平

氏

で

、

平

安

末

期

に

は

地

名

を

名

字

に

し

て

、

千

葉

・

上

総

・

三

浦

・

秩

父

を

含

め

た

八

氏

が

、

「

板

東

八

平

氏

」

と

呼

ば

れ

て

、

板

東

の

開

発

人

と

し

て

武

力

を

誇

っ

た

。

平

安

期

の

末

期

に

、

こ

の

よ

う

な

諸

国

の

武

士

達

は

、

「

そ

れ

が

し

は

何

国

何

荘

の

住

人

、

遠

く

清

和
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源

氏

の

流

れ

を

汲

み

」

と

い

い

な

が

ら

、

兵

衛

の

佐

と

い

う

低

い

位

階

を

持

つ

「

源

頼

朝

」

を

擁

し

、

武

家

政

権

を

作

っ

て

、

そ

の

殆

ど

が

偽

作

さ

れ

た

源

平

藤

橘

の

家

系

を

大

切

に

し

つ

つ

、

世

々

を

へ

て

明

治

維

新

に

い

た

る

の

で

あ

る

。

令

和

四

年

二

月


